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疾病の成り立ちと回復の促進

専門基礎分野の「疾病の成り立ちと回復の促進」は、疾

病をもつ人々への個別な看護を展開するために必要となる

専門的な基礎知識を問う。これらの基礎知識は、疾病を現

象的・分析的に理解したうえで人間を生活者として全人的

にみつめ、疾病からの回復を促進させる看護の専門性を理

解するうえで重要である。

以上の考えから「疾病の成り立ちと回復の促進」は、全

体を３つに区分した。目標１では「疾病の成り立ち」を理

解し、「疾病の成り立ち」についての看護学的視点を定め

た。目標２では「疾病の構造」をみつめる看護の視点を医

療との関連で整理し、目標３では疾病についての膨大な医

学的知識を「生存・生活機能別疾病と生活調整」として、

看護の方向性を見いだしやすくするように編成した。各目

標では大項目と中項目において、看護の専門性を示し、小

項目にはこれまで問われてきた医学的専門基礎知識の大綱

を位置づけた。とくに、目標３での「生存・生活の障害を

もたらす疾病の種類」の大項目は、疾病の種類を生活の調

整との関連で６項目に整理した。第１に中枢神経機能の障

害をあげたのは、人間の生存・生活が個体の内外からの刺

激に応答することを軸に営まれているからである。疾病を

予防し、回復を促進する生活調整の視点として、中枢神経

および感覚器の障害に分けて小項目を整理した。第２は個

体の生命に直結する機能障害として、生存に不可欠な酸素

を取り入れ、必要な物質を全身に運ぶ役割を担う呼吸、循

環および造血機能の障害に整理し、死が避けられない病態

の理解につながるようにした。第３は生命体を維持するた

めに必要な食と排泄に関する機能障害を、第４に個体差の

大きい内部環境調節にかかわる機能障害を、第５は日常生

活行動を支える運動機能の障害を、第６はかぎりある個体

の生命が遺伝子を介して連続していく生殖機能に関する障

害をとりあげてまとめた。

目標 ．生活との関連において健康から疾病に至る変化のプロセスについての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

疾病の成り立

ち

A 生体の反応と疾病の機

序

a 疾病を引きおこす内的・外的誘

因

：第 章B「病気の原因」(p.～ )

b 疾病を引きおこす生活習慣 ：第 章B「病気の原因」(p.～ )

：第 章C「生活行

動からみた健康生活のおびやかし」(p. ～ )

：第 章B「病の体験」(p. ～ )、第 章

C「疾病の一次予防と生活習慣病の考え方」(p. ～

)

c 病態が日常生活に及ぼす影響 ：第 章「私たちの生活と医療」(p. ～ )

d 異常状態の発現 ：第 章「病理学で学ぶこと」(p.～ )

e バイタルサインの変化 ：第 部 節「バイ

タルサインの観察」(p. ～ )

B 生体の回復力 a ホメオスタシス ：第 章C--「内部環境とホメオスタシ

ス」(p. ～ )、第 章「内臓機能の調節」(p. ～

)

：第 章A-「個体の老化とホメオスタシス」

(p. ～ )

b 回復力に影響する局所的・全身

的因子

：第 章B「病気の原因」(p. ～ )、第 章A
「細胞の老化と個体の老化」(p. ～ )、B「加齢

に伴う諸臓器の老化」(p. ～ )

：第 章B「手術侵襲と生体の反応」(p. ～

)

c 回復力に影響する心理社会的因

子

：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

d 生活環境調整 ：第 部 第 章 A
「生活環境を整える」(p. ～ )

C 個体差と個人の反応 a 疾病およびその症状に対する反

応

：第 部 節「健康

歴と保健行動の把握」(p. ～ )

b 疾病による生活への影響に対す

る反応

：第 部 節「健康

歴と保健行動の把握」(p. ～ )

c 疾病による生活規制・隔離・疎

外に対する反応

：第 部 節「健康

歴と保健行動の把握」(p. ～ )
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目標 ．看護の役割を理解し生活を調整するために、さまざまな疾病がもたらす身体内部の変化についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

異常状態の特

徴

A 細胞や組織に生じる変

化

a 炎症 ：第 章A「炎症」(p. ～ )

：第 章A-「炎症性サイトカインと急性期反

応」(p. ～ )

：第 章B「炎症」(p. ～ )

b 変性 ：第 章A-「変性」(p. )

c 壊死 ：第 章A-「細胞の死」(p. ～ )

d 循環障害 ：第 章「循環障害」(p. ～ )

：第 章C-「循環障害とは」(p. ～

)

e 萎縮 ：第 章A--「萎縮」(p. )

f 過形成 ：第 章A--「肥大と過形成」(p. )

g 腫瘍 ：第 章「腫瘍」(p. ～ )

：第 章C「腫瘍」(p. ～ )

B 異常状態に影響する個

体の条件

a 免疫 ：第 章C「免疫」(p. ～ )

：第 章「感染と感染症」(p. ～ )、第 章

「感染源・感染経路からみた感染症」(p. ～ )

：第 章 B「ア レ ル

ギー」(p. ～ )

：第 章A「自己寛容とその

破綻」(p. ～ )

b 代謝異常 ：第 章「代謝障害」(p. ～ )

：第 章B「代謝疾患」

(p. ～ )

c 老化 ：第 章「老化と死」(p. ～ )

：第 章「老年者の生理的特

徴」(p.～ )

d 先天異常 ：第 章「先天性代謝異常」(p. ～ )

：第 章「先天異常と遺伝子異常」(p. ～ )

疾病に対する

医療と看護

A 異常状態に対する診断

と看護

a 健康な状態からの変化を確認す

る診断過程

：第 章A「もしも私たちが病気やけがをし

たら」(p. ～ )

b 全身状態評価のための一般的検

査

：第 章A--「検査」(p. ～ )

：第 章E-「検査戦略」(p. ～ )

c 特殊な検査 ：付章「病理検査」(p. ～ )

：第 章G「細菌学的検査法」(p. ～ )

：第 部「臨床検査各論」(p. ～ )

B 異常状態に対する治療

と看護

a おもな治療薬・麻酔薬と薬理作

用

：第 部「薬理学各論」(p. ～ )

：第 章F-「全身麻酔」(p. ～ )、F-

「局所麻酔」(p. ～ )

b 医薬品等の安全な使用 ：第 部A「薬物治療の目ざすもの」(p.～ )

：第 章A-「薬と安全性」(p. ～ )

：第 章「患者に投与する業務における事故防

止(p. ～ )

c 手術適応と外科的治療

：第 章A「外科的基本手技」(p. ～ )

d 放射線による治療 ：第 章H「放射線治療を必要とする患

者の看護」(p. ～ )

：第 章「放射線治療」(p. ～ )

e 麻酔 ：第 章E「手術療法を必要とする患者の

看護」(p. ～ )

：第 章F「麻酔法」(p. ～ )

f 輸血 ：第 章B「血液型と

輸血」(p. ～ )、第 章A-「貧血のある患者の看

護」(p. ～ )

：第 章 I「輸血療法」(p. ～ )

：第 章H-「輸血」(p. ～ )

：第 章H「輸血に関する検査」(p. ～

)
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